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厳しい寒さも緩み、やわらかな日差しに春の訪れが感じられるようになってきた今日この頃

です。本校でも猛威を振るっていたインフルエンザも少し落ち着いてきました。  

いよいよ３月、一年間の総まとめをする時期となりました。今年度もコロナ禍で様々な制限

がかかる中でしたが、どうすればできるかを考え、できるだけ楽しめる方法を模索しながら進

めてまいりました。2月には新一年生の入学説明会や体験入学など４月からの新入生受け入れ

の準備が始まる一方、６年生はいよいよ卒業に向けた具体的な取り組みをスタートさせまし

た。それぞれの学年でも、この一年の成長を振り返りながら学習のしめくくりに励んでいま

す。残り少ない日を一日一日大切に過ごしたいものです。季節の変わり目、寒暖差も大きいで

す。どうぞ体調管理にはお気をつけください。3年間にわたる新型コロナウイルスも終息が見

えてきました。全てを以前に戻すのではなく、児童に本当に必要なことは何かを考えながら、

来年度からの学校教育を職員でも話し合っています。 

野畑フェスティバル 

   一年の児童会行事の中で子どもたちが一番楽しみにしている『野畑フェスティバル』が行

われました。当日に向け 3 学期が始まってから、５・６年生が委員会別に準備をし、4 年生も

各委員会に分かれて参加し、計画段階から意見を出し合いながら進めてきました。企画運

営する４～6年生自身も楽しめるように今年は朝から準備を兼ねて時間を取りました。 

体育館では体を動かすゲーム、運動場では大声選手権、イントロクイズ、ペットボトルボー

リング、ＳＤＧｓを意識した問題、コンクリート広場では射的や迷路など工夫した楽しい出し物

になっていました。どの学年も寒さを忘れて楽しんでいました。 

  

  

  

令和５年（２０２３年）２月２８日 発行・野畑花だよりは、野畑小学校のホームページでもご覧いただけます。http://www.toyonaka-osa.ed.jp/cms/nobatake/ 

いつもこころに ○の○ば○た○け    ○の  のびのび 野畑 合言葉   ○ば  バリアフリーで 笑顔がいっぱい   ○た  体験 楽しい 学びたい    ○け  計画立てて 相談 確認 

 

めざす学校像 
互いに認め合い、高め合う学校 

みんなが安心できる居心地のいい学校 

開かれた学校（学校・家庭・地域がつながりあうことを大切にする学校） 

【令和4年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果から】  
１．体格について 男女とも9割以上が普通である。 

２．実技について 
男子 
・握力、上体おこし、２０ｍシャトルラン、立ち幅跳び…高い 
・長座体前屈、反復横跳び、50ｍ走、ソフトボール投げ…低い 
 
(結果)握力、跳躍力、持久力はあるが、柔軟性や敏捷性（「早く動く」だけでな
く「正確に」動く）や運動のタイミングをとる調整能力等に課題 
 
女子 
・握力、５０ｍ走、立ち幅跳び…高い 
・上体おこし、長座体前屈、反復横跳び、ソフトボール投げ…低い 

（結果）握力、跳躍力、短距離走の力はあるが、持久力、柔軟性や敏捷性、運
動のタイミングをとる調整能力等に課題。 
 
（総合的に）令和元年度から体力合計点は連続して低下している。男女ともに
体が硬い。素早く正確な身のこなしや体をタイミングよく使う調整能力に課題
が見られる。改善するために、様々な動きを取り入れた「体づくり運動」を体
育の授業で行う。 
 
３．運動習慣について 
・運動は好きですか。       男子85.1％ 女子75.9％ 
・放課後や休日に運動をする。   男子72.3％ 女子71.4％ 
・体育の授業は楽しい。      男子87％  女子80.4％ 
・体育の授業に進んで参加している。男子89.1％ 女子87.5％ 
・放課後や休日に運動する。    男子72.3％ 女子71.4％ 
・朝食は毎日食べる。       男女ともに95％以上 
・平日どれくらいテレビやゲームなどの画面を見ていますか。 

3時間以上 男子33.3％（うち5時間以上10.3％）女子29.4％（うち5時間
以上 9.8％） 

 
（結果）毎日朝食を食べる、8時間以上寝る等の基本的な生活習慣は良好。 

一方でテレビ・スマホやゲームなどの画面を5時間以上見ているが10％前後
あり、視力低下や生活リズムの乱れなど身体的影響が懸念される。 
男子は女子に比べて、体育の学習や運動に前向きである。体育の授業には男女
とも8割以上が進んで参加している。放課後や休日も7割以上が自主的に体を
動かしている。 



出前授業から2年生ダスキン「そうじのしかた」 

 

 

 

 

 

 

3年『かけっこ教室』 

3 年生は、三週連続で火曜日午後から、陸上の専門家から走り方を学びました。まずは体
をしっかりとほぐしていきます。ちょっとしたバランスでも5秒もたない子が続出。 
その後、前向きで、横向きで、できるだけ高く、遠くへミニハードルを飛び越して、左右

にリズムよく素早く足の動かして、ラダーを進み、最後はダッシュ。 
お手本を見て、頭に入れて動こうとする 

けれど、足が思うように動かない。 
体重移動を使って、右？左？あれ？？？ 
思うようにならなくて…でも「できてる」 
「その動きでいいんだよ。」「そうそう。」 
声をかけてもらい、思いっきり頭と体を 
使いました。 
走りは速くなったかな？50ｍ走の記録が 
楽しみですね。 

 

雑巾はたてしぼり。これがなかなかむずかしそうでした。 

ゴミが舞い上がらないよう

に「おさえばき」。 

ちり取りも角度をつけてし

っかりと最後のごみまでと

ります。 

「野畑小の子ども」について考えよう 

教職員で、全国学力、体力、大阪府すくすくウォッチの結果を基に生活

面、学習面、体力面などに分け、野畑の子どものすぐれている力、足りない

力を出し合い、来年度に向けてどんな力をつけなくなてはならなのかを話し

合いました。 

（よいところ） 

・自分に正直 

・肥満体形の子が少ない 

・持久力がある 

・助けてといえる 

・先生には相談できる 

・もっと叱ってほしい 

・自分が好きなことはがんばってする 

・家の人との会話がある 

（弱いところ） 

・自分の欲に負ける 

・自己肯定感が低い 

・将来の夢や希望持っている児童が少ない 

・ゲームやYouTubeなどの視聴が4時間以上の割合が多い 

・算数や国語に対して苦手意識が強い 

・コツコツと粘り強く取り組めない すぐにあきらめる 

・ルールが守れない 切り替えができない 

・寝る時間や起きる時間が決まっていないため、遅刻者が多い。 

・コロナ禍で制限があって、会話や伝える力が非常に弱い 

・失敗が怖い 

 

 
 
 
 
来年度は 
☆失敗しても笑われない、誰もが安心して過ごせる集団づくり 
☆全校一斉に基礎学力向上に取り組む 
☆聴く・話すのスキルを身につけさせる 
☆スモールステップでできることを増やす⇒やればできる経験を 
☆授業の中に「めあて 自力解決 共有深める ふりかえり」の
スタイルをどの教科でも取り入れていく 

☆学習の中でツールとしてＩＣＴを有効的に活用していく 


